
無

住

禅

師

一
圓

伝

歴

考

伊

藤

真

徹

無
住

一
円

の
伝
記

と
し
て
は
、

「延
宝
伝
燈
録
」
、

「本
朝
高
僭
伝
」
中

に

収
め
ら
れ

て
い
る
。

し
か
し
師
蛮
が

「延
宝
伝
燈
録
」
を
著

し
た

の
は
、延
宝

六
年

(一六
七、八
)

で
あ
り
、

「本
朝
高

僣
伝
」、
ハ以
下
高
僭
伝
と
略
称
す

る
)

が

成
立

し
た
の
は
、
元
録
十
五
年

(毛
O
き

で
あ

つ
て
、

共

に
禅
師

の
寂
後

三

百
六
十
乃
至
九
十
年
後

に
相
当

し
て

い
る
。

師
蛮
は
高
鱈
伝

に
発
載
し
た
禅

師
の
IIlII事

)
つ
い
て
は
、
「余

三
十
年
前

、

兩
次
往

二長

母
寺

「尋
二
無
住
之
事

「

　

夊
考
ご
其
述
作
中
「
以
備
二今
之
撰

一」

と
述
べ
て

い
る
の
で
、

禅
師

の
自
記

と

古
老

の
伝
承
と

の
二
面
か
ら
精
査
し
た
資
料
に
基
ず

い
た
も

の
で
あ

る
。

さ

れ
ど
師
蛮
が
長
母
寺
を
探
訪

し
た
時
は
、

既
に
寂
後

三
百
六
十
年
を
経
過

し

て
、
記
録
伝
承

の
隠
滅
も
免
れ
な

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

殊

に
僧
伝
類

に
収
載

す
る
記
事

は
、
簡

要
を
尊
ぶ
を
以

て
、

無
住
の
伝
も
、
応

々
誤
解
を
招
く
記

述
が
あ
る
。

な
お

「
考
二其
述
作
中
一℃
以
備

ご今
之
撰

一」
と

の
注

意
が
払
わ
れ

て
い
る
が
、

い
ま
無
住
の
著
作
を
検
討
す
る
と
き
、
幾
多

の
補
正
す

べ
き
点

が
見
出
さ
れ
る
。

　
一　

無

住
禪
師

一
圓

慱
歴

考

「世
間
に
見
ど
ζ
ろ
あ
る
古
集
物
語
,多
し
と
二鯊
へ
共
、
近
代
の
事

を
書
き
置
く
人
も
侍
ら
ざ
る
に
や
。
代
の
末

に
聞
え
ざ
ら

ん
事
も
な

ご
り
な
く
覚
え
侍
る
ま
ま
に
、
愚
な
る
人

の
心
を
す
す
む
る
た
よ
り

　

に
や
と
て
、
拙
き
詞
を
は
ば
か
ら
ず
是
を
集
む
」
と
述
べ
る
如
く
、

無
住
は
近
代
的
な
社
会
的
美
談
俗
語
に
多
く
の
関
心
を
よ
せ
、
庶
民

教
化
の
素
材
、
愚
な
る
人
の
心
に
連
る
世
俗
的
庶
民
的
な
る
中
に
、

高
い
思
想
を
盛
上
げ
た
教
化
論
書
が

「沙

石
集
」
十

巻

で

あ

る
。

「常
に
法
門
は
珍
翫
し
思
惟
す
れ
ば
」
大
乗

の
法
門
は
唯
凡
聖

一
如

迷
悟
不
二
の
仏
教
哲
学
の
玄
致

に
達
す
る

こ
と
を
主
張
し
、

「手
に

　

任
せ
て
散
々
と
書
散
七
」,
た
、
仏
教
原
理
論
書
が

「雑
談
集
」
十
巻

ノ

ヲ

ニ

ン

ノ

ヲ

ン

ノ

ヲ

ハ

キ

で
あ
る
。

「順
修
善
行
專
、
逆
修
悪
行
穽

ヘ
シ
」
、
「障
道
因
縁
除
助

ノ

ヲ

ハ

ヒ

ム

　

ノ

ノ

ニ

ノ

ニ

道
修
行

思
.染

へ
」
き
樣
、

「初
心
同
法
爲
愚
意
法
門
任
レ手
記
」
し

た
、
仏
教
実
践
論
書

「聖
財
集
」

三
巻
、
「妻
鏡
」
一
巻
を
作
つ
た
。

六
七



か
く
の
如
き
論
書
の
基
底
を
な
す
も
の
は
、
禅
師

の
所
謂

「私
の
愚

推
」、
叉
は

「愚
意
の
法
門
」

の
語
に
表
さ
れ
た
、
「愚
」

の
自
己
反

　

省
的
意
識
は
当
時
の
時
代
的
思
想
運
動
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

宗
教
的
な
内
面
的
自
己
反
省
に
よ
り
、
愚
者
の
立
場
に
お
い
て
直
接

庶
民
の
生
活
に
つ
な
が
り
を
持
ち
、
特
に
地
方
民
俗
芸
能
を
創
始
し

て
、
賎

民
の
福
祉
に
貢
献
し
た
無
住

一
円
は
、
中
世
に
お
い
て
特
異

な
存
在

を
示
し
て
い
る
。

無
住

の
入
間
像
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
生
涯
を
数
期

に
分

け
て
考
察
す
る
こ
と
が
便
宣
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
、
無
住

一
個

入
の
精
神
史
に
お
い
て
、
大
き
く
時
期
を
劃
す
る
史
実
は
、
聖

一
弁

円
の
座

下
に
得
法
し
た
こ
と
で
あ
る
。
依
て
そ
れ
以
後
を
教
化
時
代

と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
は
求
法
修
学
の
時
代
と
も
称
せ
ら
れ
る
。
禅

師
の
入
間
像
形
成
の
上
か
ら
は
、前
期

に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
る
と
き
、

更
に
数
期
に
区
分
せ
ら
れ
て
、
出
家
以
前
、
関
東
修
学
、
関
西
求
法

の
時
代
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

禅
師

の
出
家
以
前
に
つ
い
て
は
、
「高
僧
伝
」

に

相
州
鎌
倉
縣
人
、
梶
原
氏
、
其
先
世
仕
二
源
將
軍
h
曉
幼
齢
喪
レ
父
、

依
二常
州
親
填

+
九
投
二州
之
山
寺
「
嚢

一回糞

(仏
全
三
二
五
)

六
八

と

あ

つ
て
、

そ

の
出

自

と
在

俗
.時

代

に

つ

い
て
概

言

せ

ら

れ

て

い

る

。
禅

師

は

「
愚

老
述

懐

事

」

と
題

し

て
、

自

叙

伝

体

に
過

去

を

追

想

し

て

愚

老

ハ
嘉

緑

二
年

丙
戌
十

二
月

二
十

八

日
卯
時
産

タ

ル
者

也

、

先

人

力
夢

二
今
夜

此

ノ
里

二
生

タ

ル
者

ハ
、

大

果

報

ノ
者

也

ト

云
人

有

ケ

リ
、

然

ル

ニ
先

祖

鎌

倉

ノ
右
大

将

家

二
、

召

仕

テ
寵

臣

タ
リ

ト

云

ヘ
ト

モ
、

運

尽

テ
天

亡

シ
了

ン

ヌ
、

傍

テ
其

ノ
跡

継

事

ナ

シ
、

十

一二
歳

ノ
・時
、

M鎌
倉

ノ
僧
二
房

二
住

シ
テ
、

十

五

山歳

ノ
・時
下

野

ノ
伯テ

母
力
許

へ
下
リ
、
十
六
歳

ノ
時
、
常
州

へ
行
テ
、
親
シ
キ
人

二
被
レ

養
、
十
入
歳

ニ
シ
テ
出
家

シ

(雑
談
集
巻
三
)

と
述
べ
て
い
る
。
禅
師
は
梶
原
景
時
の
末
喬

で
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で

あ
る
。
景
時
は
頼
朝
の
石
橋
山
挙
兵
に
参

じ
て
後
信
任
を
得
、
そ
の

後

の
武
勲
と
義
経
を
義
し
た
こ
と
は
世
間

周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し

か
る
に
正
治
元
年

(ご
九九)
結
城
朝
光
を
識
し
、
三
浦
義
村
、

和
田

義
盛
等
連
署
の
訴
状
に
よ
つ
て
、
却
て
謀

反
人
と
断
定
せ
ら
れ
た
。

「吾
妻
鏡
」
巻

一
六
、
正
治
元
年
十
二
月
十
入
日
の
条
に

旦尽
時
の
事
、
諸
入
連
署
の
状
に
就
い
て
、

日
来
連

汝
沙
汰
を
経
ら

れ
、
遂

に
今
日
鎌
倉
の
申
を
追
出
さ
る
。
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
、



三
浦
兵
衛
尉
義
村
等
之
を
奉
行
す
、
傍

つ
て
相
模
国

一
宮
に
下
向

す
、
其
後
彼
の
家
屋
を
破
却
し
、
永
福
寺
の
僧
房
に
寄
附
せ
ら
れ

る

と

秀

(
岩
波
文
庫
本

三

・
一
九
五
)

と
あ
る
。
か
く
て
鎌
倉
を
追
放
せ
ら
れ
た
景
時
の
其
後
の
動
静
に
つ

い
て
、
翌
二
年
正
月
廿
日
、
原
宗
三
郎
の
注
進
は
、

「梶
原
平
三
郎

景
時
、
此
時
当
国

一
宮
に
於
て
、

城
壇
を
構

へ
、

防
戦

の
儀

を

備

ふ
。
入
以
て
悟
を
成
す
の
処
、
去
夜
丑
剋
、
子
息
等
を
相
伴
ひ
、
愉

の
な

か
に
此
所
を
遜
れ
出
づ
、
是
謀
反
を
企
て
て
、
上
洛
す
る
の
聞
有
り

　

と
云

々
」
と
あ
る
。
こ
の
注
進
に
よ
つ
て
、
幕
府
は
追
討
軍
を
派
遣

し
、

景
時
同
族
団
は
駿
河
国
狐
崎
に
お
い
て
、

応
戦
こ
れ
努
め
た

が
、
遂

に
一
族
郎
等
三
十
三
人
は
謙
伐
せ
ら
れ
て
、
頼
朝
創
業
の
功

　

臣
は
世
を
去

つ
た
の
で
あ
る
。
当
時
景
、時
に
は
景
季
、
景
高
、
景
茂

景
国
、
景
宗
、
景
則
、
景
連
の
七
子
が
あ
り
、

「玉
葉
」
に
は
こ
の

時
景
時
、
景
茂
は
高
橋

に
お
い
て
自
害
し
、
景
季
、
景
高
等
は
討
伐

　

せ
ら
れ
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

し
か
る
に

「吾
妻
鏡
」
、
「
三
浦
系

　
図
」
等

に
よ
れ
ば
、
同
族
す
べ
て
諒
鐵
せ
ら
れ
、
時
に
嫡
子
景
季
は

三
十
九
歳
、
景
高
は
三
十
六
歳
、
景
茂
は
三
十
四
歳
で
あ

つ
た
。

こ
の
梶
原
家

一
族
失
脚
後
、
二
十
六
年
に
誕
生
し
た
無
住
は
、
こ
の

無
住
弾
師
一
圓
傳
歴
考

景
.時
の
七
子
中
の

一
入
を
祖
父
と
仰
ぐ
家
門
に
生
れ
、
而
も
父
は
天

亡
せ
る
た
め
、
禅
師
の
不
幸
の
第

一
歩
が
踏
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ど
も
先
人
の
見
た

「果
報

ノ
者
也
」

と
の
夢
告
を
、
我
が
身
の

境
遇
と
引
合
せ
て
、
実
感
と
し
て
現
証
す

る
の
は
、
仏
門
に
入
り
得

道

の
精
神
的
個
人
経
験
を
得
た
後
の
、
還
相
的
宗
教
活
動
期
に
体
認

ヘ

へ

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
観
念
的
思
惟

の
結
果
到
達
し
た
諦
め
で

な
い
た
め
、
特

に
先
人
の
言
が
回
想
せ
ら
れ
、
取
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
法
悦
の
中
に
、
我
が
身
の
現
在
に
荷
負
す
る
全
て

(果
i
果
報
)

が
、
先
祖
、
先
人
乃
至
は
落
謝
し
た
個
人

の
過
去

(因
t
不
幸
)
の

恩
寵
と
し
、
高
次
の
仏
法
の
道
理
の
観
念
を
通
し
て
、
法
爾
必
然
的

関
係
を
自
覚
せ
し
め
る
、
鎌
倉
時
代
の
道

理
の
哲
学
的
世
界
に
連
関

を
も

つ
て
い
る
。

禅
師
が
生
を
亨
け
た
所
以
の
も
の
は
、
景
時
の
反
逆
に
拘
ら
ず
、

幕
府
の
処
置
は
、
直
接
彼
の
事
件
に
加
坦
し
た
者
の
み
に
限
定
し
、

累
を
幼
童
婦
女
に
ま
で
及
ぼ
さ
な
か
つ
た
こ
と
に
よ
る
。
三
浦
系
図

に
よ
れ
ば
、
七
子
中
景
茂
は
吉
香
小
次
郎

に
討
取
ら
れ
た
が
、
そ
の

　

家
門
は
長
く
継
承
せ
ら
れ
て
い
る
。
更
に

「吾
妻
鏡
」
に
は

故
梶
原
平
次
左
衛
門
景
高
の
妻

建

劉

丞

は
、

尼
御
台
所
の

六
九



宮
女
、
御
寵
愛
比
類
無
し
、
且
は
女
性
た
り
と
難
も
、
其
仁
た
る

に
依
り
て
、
故
将
軍
の
御
時
、
尾
張
国
野
間
内
海
以
下
の
所

々
を

領

し
詑
る
と
錐
も
、而
も
夫
諒
鐵
せ
ら
る
る
の
後
、
一
切
隠
居
し
頗

る
恐
怖
の
思
を
成
す
と
云
々
、
伍

つ
て
其
沙
汰
有
り
、
領
所
等
相

違

有
る
可
か
ら
ざ
る
の
旨
、今
日
仰
を
蒙
り
、安
堵
せ
し
む
と
云
々

(岩
波
文
庫
本

三

・
二
一
一)

と
領

土
安
堵

の
仰
せ
を
蒙

つ
て
い
る
。
な
お
此
よ
り
後
十
二
年
、
建

暦
二
年
十

一
月
二
十

一
日
、
出
家
し
た
荻
野
三
郎
景
継
に
つ
い
て
、

「吾
妻
鏡
」
に
は

荻
野
三
郎
景
継
、
永
福
寺
に
於
て
出
家
を
逐
ぐ
、
梶
原
平
次
左
衛

門
尉
景
高
の
子
な
り
、
景
高
謙
伏
の
後
、
遺
息
等
頗
る
沈
倫
す
、

而

る
に
景
継
心
操
穏
便
を
存
す
る
の
間
、
召
仕
は
る
る
の
処
、
俄

か
に
此
事
有
り
、
是
去
夜
御
前
に
於
で
、
誤
つ
て
常
燈
を
滅
す
、

恥
辱
と
称
し
て
此
の
如
し
と
云
々
、
将
軍
家
之
を
聞
食
さ
る
る
に

就

て
、
供
賀
次
郎
を
以
て
御
使
と
為
し
、
敢
て
以
て
琿
る
可
き
事

に
非
ず
、
其
科
無
き
の
上
は
、
恥
辱
に
処
し
難
し
、
更
に
早
く
販

参
す
可
き
の
由
、
仰
下
さ
る
と
難
も
、
御
使
に
対
面
せ
ず
遂
電
す

と
秀

、
若
し
事
の
姿

求
む
る
か
と
努

(岩
波
文
庫
本

四
・
五
七

)

七
〇

と
記
し
、
幕
下
に
近
侍
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
他
梶
原

姓
を
名
乗
る
者
を
、

「吾
妻
鏡
」

に
つ
い
て
求
む
れ
ば
、
建
保
元
年

(三
三
)
五
月
、

幕
府
襲
撃
の
和
田
義
盛

に
党
し
た
部
将
の
中
に
、

梶
原
六
郎
朝
景
、
同
次
郎
景
衡
、
同
三
郎
景
盛
、
同
七
郎
景
底
等

の

名
が
列
ね
ら
れ
て
居
り
、

又
承
久
の
乱

(三
葺
》
に
お
い
で
、
宇
治

の
合
戦
に
軍
功
を
立
て
た
交
名
中
に
、
梶
原
平
左
衛
門
太
郎
の
名
を

見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
る
に

「愚
管
抄
」
に
は

景
時
国
を
出
て
京
の
方

へ
上
り
け
る
道

に
て
う
た
れ
に
け
り
、
子

共

一
人
だ
に
な
く
鎌
倉
の
本
体
の
武
士
梶
原
皆
う
せ
に
け
り

(巻
四
)

と
あ

つ
て
、
景
時

の
子
息

の
繊
滅
記
事
は
実
状
に
即
す
る
が
、
家
系

の
全
滅
は
京
都
に
風
聞
し
た
と
こ
ろ
で
あ

つ
て
、
「吾
妻
鏡
」
に
伝
え

る

「遺
息
等
頗
る
沈
倫
」
し
た
と
云
う
、
逆
境
に
彷
裡
し
た
者
は
寧

ろ
量
時
の
孫
で
あ
る
。
禅
師
は
沈
論
し
た
父
の
天
亡
に
よ
り

「其

ノ

跡
継
事
」
な
く
、
葱

老
幼
少

ヨ
リ
、
親
人

=
養

レ
テ
、
父
母
ノ
養
育

カ

ツ
テ

ナ

シ
、

棄

子

ノ

コ
ト

ク

ナ
リ

シ
カ
ト

モ
」

(雑
談
集
巻
五
)

と

云
う

、

八

十

の
老
後

の
述

懐

は
、
、
恐

ら

く

一
片

の
虚

飾

を
も

交

え

ぬ
真

相

を

物

語

つ
た

も

の
で

あ

る

。

天

涯

孤

独
、

親

人
購

を
転

欧
居



を
移
し
、
幼
年
期
を
諸
家

に
送
つ
た
禅
師
は
、

「十
三
歳

ノ
時
、
鎌

倉
ノ
僧
房

二
住

シ
テ
、
十
五
歳
ノ
時
下
野

ノ
伯
母
力
許

へ
下
リ
、
十

六
歳

イ
時
、
常
州

へ
行

テ
、

親
キ
人

手
被
レ養
」
れ
た
と
云
う
記
憶

は
、
禅
師
の
生
涯
に
消
え
る
こ
と
の
な
か
つ
た
、
生
活
環
境
の
転
換

を
な
す
、
生
活
史
上
の

一
結
節
で
あ
る
。

禅
師
の
出
家
の
動
機
に
つ
い
て
は
、
何
.等
語
ら
れ
て
い
な
い
が
、

恐
ら
く
法
然
に
見
る
が
如
き

「さ
せ
る
因
縁
も
な
く
」
し
て
出
家
し

た
も

の
で
あ
つ
て
、
論
理
的
必
然
的
帰
結
、
即
ち
禅
師
の
所
謂
「運
」

の
然
ら
し
・め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
禅
師
が

「入
旬

二
及
テ
、

不
レ
飢

不
レ由恭
N
随
・・分
ノ
田木卸報
ナ
ル
ヘ
シ
、
人

二
」衣
食
乞
フ
窟
軍
ナ
ク
、

詔
求

セ

ニ

リ

ヌ

ル
事

ナ
ク
シ
テ
、
今
日

マ
テ
任
レ
運
逡
二星
霜
一了
」
と
は
、
「棄
子
ノ

コ
ト

ク
ナ
リ
シ
」
過
去
を
前
提
と
す
れ
ば
、
八
十
の
現
在
を
招
致
し

た
こ
と
自
体
、
通
途
の
思
考
を
以
て
す
れ
ば
奇
蹟
と
せ
ら
れ
る
が
、

之
れ
こ
そ
出
世
間
的
果
報
と
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
出
家
得
道

に
そ
の

契
機
が
見
出
さ
れ
る
。
武
門
を
出
自
と
す
る
禅
師
は
、
執
権
の
栄
職

に
あ

つ
て
、
時
め
く
北
条
氏
と
そ
の
果
報
を
対
比
し
て

相
州

ノ
禅
門
、
累
代

ノ
家
ヲ
継
キ
、
果
報
威
勢
、
国
王
大
臣

ニ
モ

猶
勝
テ
、
万
人
仰
レ
之
、
然

二
物

々
勝
劣
好
悪

ハ
、
境
縁

重
無
レ
之

無
住
禪
師
一
圓
傳
歴
考

只

フ
人

ノ
分

別

ノ
情

ノ
上

昌
仮

二
論

レ
之

、

古

人

ノ
云
、

境
縁

ニ

ヨ

リ

無

二
好

醜

h
々

々

ハ
起

二
於

心

二
本
々
、

サ

レ

ハ
果

報

ノ
善

悪
、

入

ノ

ス

ヲ

情
分
別
也
、
相
対

シ
テ
論
レ之
、
彼

ノ
相
州

二
勝

レ
テ
、
心
ヲ
遣

ル

事
多
レ
之

(雑
談
集
巻
三
)

と
述
べ
る
如
く
、
妄
分
別
を
離
れ
た
真
の
果
報
の
発
見
は
、
出
家
を

契
機
と
す
る
修
行
得
道
の
宗
教
経
験
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(二)

無
住
の
出
家

の
年
時
に
つ
い
て
は
、
「高
僧
伝
」

に
は

「十
九
投
二

州
之
山
寺
二

と
あ
り
、

「伝
燈
録
」
は

「常
之
山
寺
」
と
い
い
、

州
が
常
州
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭

に
し
、
そ

の
年
齢
に
つ
い
て
は

「高

僧
伝
」
と
同
様
、
十
九
歳
出
家
説
で
あ
る
。
し
か
る
に

「雑
談
集
」

巻
三
に
は
、

「十
八

ニ
シ
テ
出
家

シ
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
寛
元

元
年

(三
四三)
、

十
入
歳
出
家
説
を
以
て
正
当
と
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
後

二
年
、
寛
元
三
年
二
十
歳
で
師

の
譲
り
を
受
け
で
、
寺
門

経
営
の
衝
に
当
る
こ
と
と
な
つ
た
。

即
ち

ノ

 
「
少
年

、

師

匠
讓

二
片

山

院

主

「
世

事

無

二
正

體

一故

、

再

三

辞

退

、

七

一



而

レ
ト
モ
子
細
有
リ
テ
譲
リ
了
テ
、
世
事
丁
寧

二
教
訓
、
何
事
モ

相

計
テ
被
レ
助
侍
キ

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
禅
師
が
入
寺
し
た
の
は
片
山
所
在
の
寺
院

で
あ
る
こ
と
は
確
定
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
法
音
寺
と
す
る
説

の
当

否
は
不
明
で
あ
る
。
「世
事
無
正
体
」
と
云
う
二
十
歳
の
青
年
僧

に
、

主
管

の
責
に
任
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
、

こ
れ
叉
不
明
で
あ
る
が
、

地
位

に
つ
い
た
禅
師
は
、
隠
退
し
た
師
匠
の
支
援

に
、
無
量
の
恩
愛

を
謝

し
て
い
る
。
さ
れ
ど
禅
師
の
無
欲
惜
淡
、
世
事
に
拘
泥
せ
ぬ
禅

門
的
風
貌
は
天
与
の
資
性
で
、
既
に
こ
の
・時

「義

ナ
ル
什
物
其

ノ
歎

不
レ
知
、

我
力
物
人
ノ
物
不
二見
分
「無
二正
艦

一事
、

歴
レ
物
如
レ
此
、

是

レ
道
心
故

二
非
ズ
、
只
世
間
無
沙
汰

ニ
シ
テ
」
と
述
べ
て
い
る
言

の
中

に
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

出
家
後

の
受
学
の
師

に
つ
い
て
は
、
初
め
に

「高
僧
伝
」
に

「曉

習
二倶
舎
頚
疏
於
幸
圓
檜
都

一」
と
あ
る
。
し
か
る
に

「雑
談
集
」
(巻

三
)

に
は
、

「幼
季

二
一二
井
寺
ノ
円
幸
教
王
坊

ノ
法
橋

二
、
倶
舎
頚

疏
処

々
聞
レ之
」
と
あ
り
、
円
幸
に
つ
い
て
は
、
「沙
石
集
」
巻
五
に

常
州
の
東
城
寺
に
円
幸
教
王
房
の
法
橋
と
て
、
寺
法
師
の
学
匠
有

り
け
り
、
他
事
な
く
正
教
に
眼
を
さ
ら
し
、
顕
密
の
行
怠
り
な
き

七
二

上
人
也
、
世
間

の
事
は
無
下
に
無
沙
汰

也
(岩
波
文
庫
本

上
・
二
一
六
)

と
述
べ
、
学
匠
の
世
事

に
疎

い
逸
話
を
載

せ
て
い
る
が
、
こ
れ
禅
師

直
接

の
見
聞
と
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
高
僧
伝
」
の

「此
時
教
門

名
徳
太
半
在
二東
関
こ

の
言
の
如
く
、
教
界
の
碩
学
は
何
れ
も
関
東

に
教
線
を
張

つ
た
の
で
、
禅
師
は
次
い
で
法
身
坊
上
人
に
玄
義
を
聴

き
、
建
長
四
年
、

(三
垂
)
二
十
七
歳
、
上
野
の
世
良
田
に
赴
い
て
、

悲
願
長
老
に
就
て
釈
論
の
講
を
受
け
た
。
悲
願
長
老
に
つ
い
て
は
、

「沙
石
集
」
巻
十
に

寿
福
寺
の
長
老
、
悲
願
房
阿
閣
梨
朗
誉
上
人
か
の
跡

(釈
円
房
律

師
栄
朝
上
人
)
を
継
ぎ
て
長
老
せ
ら
る
。
後
に
は
寿
福
寺
の
長
老

に
て
御
坐
し
き
。
此
れ
も
智
行
共
に
な
ら
び
な
き
上
人
に
て
、
末

代
は
有
り
讐

馨

と
申
し
相
ひ
き
(岩
波
文
庫
本

下

・
一
六
四
)

と
智
行
兼
備

の
名
徳
で
あ
る
こ
と
を
讃
じ
て
い
る
が
、
建
長
寺
の
兀

庵
普
寧
の
、

「日
本

に
は
過
分
之
智
者
也
」
と
の
賞
辞
を
も
引
用
し

て
い
る
。

前
述
の
諸
師
に
つ
い
て
教
を
受
け
た
年
時
に
つ
い
て
は
、
異
論
の

余
地
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
修
学
に
つ
い
て
、

「高
僧
伝
」

に
は

二
十
七
適
二
上
之
長
樂
寺
h
依
二
藏
隻
響
公
「参
輝
之
暇
藷
二
繹
論
及



圓
畳
ハ喩
三
一年
一謁
二園
城
實
道
法
師
「
質
二
止
観
之
旨
、
又
趨
二
南

京
ハ
持
犯
開
遮
壷
得
二其
慈
一(仏
全
三
二
五
)

と
あ
る
。
こ
の
朗
誉
に
参
禅
修
学
し
て
二
年
後
、
実
道
に
つ
い
て
止

観
を
聴
き
、
南
都
に
赴
い
た
と
の
記
事
を
、
そ
の
ま
ま
、
継
承
し
た

も
の
が

「高
僧
名
箸
全
集
」
第
八
巻
の

「無
住
禅

師

抄
伝
」

で
あ

つ
て
、

「
二
年
ほ
ど
で
園
城
寺
に
行

つ
て
実
道
法
師

に
謁
し
て
止
観

を
聴
き
、
ま
た
奈
良
に
遊
ん
で
戒
律
を
伝

へ
」
と
し
、
又
同
書
の
藤

村
作
博

士
の
解
説
に
も
、

「建
長
年
間
に
園
城
寺
で
実
道
上
人
に
止

観
を
質

し
」
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
叉
岩
波
文
庫
「沙
石
集
」
巻
下
の
末

尾

の
「無
住
年
譜
」
に
は
、
二
十
九
歳
の
.時

「三
井
実
道
上
人
に
止
観

を
聴
く
、
叉
和
州
菩
提
山
に
法
相
を
学
び
、
か
つ
律
を
修
む
(雑

。
考
ソ

こ
の
後

五
六
年
奈
良

に
居
り
し
も
の
の
如
し
」
と

一
応
「高
僧
伝
」
の

説
を
採
つ
て
い
る
。
依

つ
て
「雑
談
集
」
の
述
懐
に
よ
つ
て
三
十
六
歳

再
び
菩
提
山
に
上
り
、
密
教
事
相
を
伝
え
た
と
な
し
て
、
「高
伝
僧
」

説
と
「雑
談
集
」
説
と
を
羅
列
し
て
い
る
。

「二
十
九
歳
、
実
道
坊
上

人

二
止
観
聞
之
」
と
は
禅
師
の
言
で
あ
る
か
ら
、
事
実
を
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
受
学
の
場
所
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
。

「高

僧
伝
」
が

「園
城
実
道
法
師
」
と
す
る
こ
と
、
及
び

「
叉
趨
南
京
」

無
住
弾
師

一
圓
傳
歴
考

と
続

い
て
記
す
た
め
に
、
高
僧
伝
説
を
承
け
た
も
の
は
、
園
城
寺
に

赴
き
実
道
上
人
に
謁
し
、
ま
た
奈
良
に
遊

ぶ
と
云
う

一
連
の
皮
実
と

な
し
た
の
で
あ
る
。
叉
筑
土
氏
の
「無
住
年

譜
」
に
「
三
井
実
道
上
人
」

と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
単
に
園
城
を
三
井
と
置
換
え
ら
れ
た
も

の
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、
寧
ろ
実
道
上
人
の
学
統
を
三
井
寺
門
派

と
し
、
「此
時
教
門
名
徳
太
半
在
二東
関

こ
の
指
示
の
通
り
、
当
時
関

東
下
向
中
の
実
道

に
受
学
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
「雑
談
集
」
巻

九
の

「常
州

二
実
道
房
ノ
上
入
ト
申

シ
、

天
台
ノ
学
生
ノ
、
止
観
ノ

講

ノ
時
云
云
」
の
文
は
園
域
実
道
法
師
に
当
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「雑
誌

集
」
巻
三
に

「二
十
七
歳

ノ
時
、
住
房
ヲ
律
院

ニ
ナ
シ
テ
、
二
十
入
歳

ノ
、時
、
遁
世

ノ
身
ト
成
テ
、律
学
六
七
年
、
本
来
定
恵
ノ
学
志
侍

シ
カ

バ
、
三
十
五
歳
寿
福
寺

二
住

シ
テ
、
悲
願
長
老

ノ
下

ニ
テ
、
釈
論
円

覚
経
講
ヲ
聞
ク
鰍
職
二読

罐

坐
禅
ナ
ト
行
シ
侍
リ
シ
カ
、

一
年

マ
テ
モ
ナ
ク
シ
テ
、
脚
気
持
病

ニ
テ
、
坐
禅
心

二
不
レ
叶
」
と
あ
る
こ

と
に
よ

つ
て
、
敢
え
て
二
十
九
歳
建
長
六
年
以
後
、
五
六
年
の
奈
良

遊
学
の
期
間
を
設
定
す
る
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
。
此
の
間
の
消
息

を
知
る
よ
す
が
と
し
は
、

コ
一十
八
歳
ノ
時
、
遁
世

ノ
身
ト
成
テ
、

律
学
六
七
年
」
と
あ
る
如
く
、
仏
陀
所
制

の
仏
教
生
活
規
範

の
研
修

七
三



は
、
禅
師
を
南
山
道
宣
の
行
業
に
導

い
た
。
即
ち

「律

ノ
中

二
甫
山

リ

レ

大
師

ノ
事
有
レ之
、
昼
学
律
、

夜
坐
禅

シ
、

智
恵
深

ク
御
坐
ケ
ル
事

聞
レ之
」
き
、
賢
を
見
て
斉
し
か
ら
ん
と
し
た
が
、
「夜

ハ
坐
禅

セ
シ

マフ

ノ

サく

ン

カ
ト
モ
、
脚
気

ノ
病
体
有
レ
志
無
レ功
」
と
、病
体
意
に
任
せ
ぬ
真
実
を

ル

ス

告

白

し

て

い
る

。

さ

れ

ど

「衣

鉢

等

ハ
以

レ
律

ヲ
為

レ
本

、
不

レ
可

レ
存

ニ

シ

ス

異
儀

一者
歟
、
心
地
ノ
修
行

ハ
止
観
禅
門
尤

モ
是
ヲ
可
二信
行
h
五
年

ヲ

学
律

ノ
後
可
レ
學
ご定
惠
h
是

レ
本
師

ノ
金
言
也
」

(雑
談
集
巻
三
)
と

は
、
学
律
は
僧
院
生
活
、
僧
尼
の
行
事
の
基
底
を
支
え
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
、
依
て
学
律
五
年
後
、
「心
地
ノ
修
行
」
の
た
め
、

再
び
朗
誉
を
寿
福
寺
に
訪
れ
る
必
然
性
を
論
理
付
け
て
い
る
。

　三

電

　

禅
師

の
関
西
遊
学
を
決
意
せ
し
め
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
師
自
ら

何
等

触
れ
て
い
な
い
が
、
定
恵
を
学
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
あ
る
の
は

明
瞭

で
あ
る
が
、
結
果
か
ら
見
て
、
真
言
事
相
の
相
承
と
東
福
寺
開

山
聖

一
国
師
弁
円
に
謁
し
で
、
そ
の
教
学
を
伝
受
し
た
事
が
、
大
い

に
そ

の
生
涯
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
禅
師
自
ら

ン

ク

其

ノ
後
真
言
志
有
テ
、
三
十
六
歳
菩
提
山

二
登
テ
、

如
レ
形
東
寺

七
四

ノ
三
宝
院

ノ
一
流
肝
要
伝

へ
了
ン
ヌ
」

と
述
べ
て
居
る
如
く
、
真
言
禀
承
を
目
的
と
し
て
関
東
を
出
発
し
た
。

大
和
添
上
鑾

、岱

意

、
慈
円
寛

信
円

(
一
一
五
三

=
一二
四
)
の
再
興

す
る
と
こ
ろ
で
、

「勅
伝
」
巻
十

一
に
は
、

「菩
提
山
の
僧
正
信
円
」

と
名
を
出
し
、

「高
僧
伝
」
巻
十
四
に
は
、

「為
二
和
之
菩
提
山
、

　

及
内
山
第

一
祖
こ

と
あ
る
。

こ
の
書

に
引
く
と
こ
ろ
の

「興
福
寺

別
当
次
第
」

に
よ
れ
ば
、

「貞
応
三
年
十

一
月
十
九
日
於
菩
提
山
入

滅
七
十
二
」

と
あ
る
。

こ
の
貞
応
三
年

(ご
三
四)
後
、
禅
師
淋
菩
提

山
に
上
る
弘
長
二
年

(三
六二)
ま
で
の
三
十
入
年
間
、

菩
提
山
の
住

侶
に
つ
い
て
は
、
沓
と
し
て
知
ら
れ
な
い
。
し
か
し
「高
僧
伝
」
巻
十

六
に
、
菩
提
山
の
唯
空
経
穐

本
心
澄
海
⑯

禅
空
如
拳

の
伝
姦

せ
て
い
る
。
唯
空
は

「円
照
上
人
行
状
」

に
よ
れ
ぽ

唯
室
房
經
照
、
北
洛
人
也
、
興
輻
寺
佳
僭
、

學
二法
相
宗
噛後
厭
二

世
榮
一佳
二戒
坦
院
「暫
移
二西
大
寺
、
受
二
沙
彌
戒
於
叡
奪
上
人
h
後

還
二戒
坦
、受
二
比
丘
戒
於
圓
照
上
人
、
厥
後
或
佳
二
善
法
寺
h
或
佳
二

金
山
院
「
住
二東
幅
寺
h修
二習
禪
法
h
乃
彼
開
山
圓
爾
禪
師
之
時
也
、

後
住
二菩
提
山
h
爲
二
唯
觀
上
入
眞
言
上
足
付
弟
、爲
二衆
所
ジ
推
、師

作
二

山
灌
頂
大
阿
閣
梨
衰

群
之
徳
事
甚
巍
々
(霧

購

噸

〉



と
あ
り
、
又
如
性
に
つ
い
て
は

輝

室
房

如
性
、
甫
京
人
也
、
本
佳
二興
幅
寺
熟
稟
性
敏
利
、
亦
有
二學

業
う
後
住
二菩
提
山
「与
二
経
照
上
入
二

虚
口
住
、

習
一帖學
密
教
「教

相
義
巧
、
随
一一智
舜
ハ學
二三
論
宗
法
華
義
疏
等
洲
研
尋
不
レ
棄
、

立

破
縦
横
、
物
難
二敵
封
h
高
野
体
日
公
者
、
菩
提
山
之
學
頭
也
、
性

公
難
レ
之
、
恒
鼠
二講
匠
之
意
h遣
レ破
之
事
如
是
等
也

(同
上
)

と
あ
り
、
澄
海

に
り
い
て
は

本

心
房
澄
海
、
北
京
入
也
、

本
長
樂
寺
重
代
別
當
職
、
住
二延
暦

寺
へ
都
道
酉
公
之
舎
弟
也
、
次
住
二戒
坦
院
う
受
戒
學
問
、
佳
二東
幅

寺
爾
輝
師
下
「
修
二練
暉
法
h後
住
二菩
提
山
一研
二精
秘

教

事

相

教

損

鐙
仰
温
・習
、
智
徳
難

思
、
爲
二衆
所
一・推
、
門
輩
有
数
者
也
。

(同
四
九
五
)

と
あ

つ
て
、
こ
の
資
料
に
よ
つ
て
三
師
の
菩
提
山
入
山
の
目
的
は
、

密
教
稟
承
に
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、

そ
の
年
時

に
つ
い

て

は
明
確
を
欠
い
て
い
る
。

し
か
し
経
照
の
受
教
の
師
で
あ
る
叡

尊

(
一
二
〇
山

ご
一九
〇
)
円
照

ハ
一一毒
炉
)
弁
円

(
一
二
湘
〇二
)
の
事
蹟

に
つ
い
て
考
察

す
れ
ば
、
弁
円
の
寂
年
即
ち
弘
安
三
年
を
遡
る
こ
と
で
あ
り
、
正
元

元
年

(三
尭
)
円
照
の
金
山
院
に
移
住
し
て
後

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

無
住
弾
師
一
圓
傳
歴
考

即
ち

「円
薫
上
人
行
状
」

に

正
元
元
年
巽

藤

、
四
条
籍

以
二洛
東
鷲
尾

舖

鵬
寺
墜

彼
寺
者
、黄
門
家
成
卿
草
創
建
立
之
所
也
、
(中
略
)
寺
経
二時
代
h
殿

宇
蓑
損
、
上
人
渤
一誘

道
俗
ハ興
復
修
造
、
施
主
害
二進
庄
園
へ
上
入

庫
住
興
レ
法
、
欄
出藪
律
部
門
弘
二通
密
教

h
照
公
佳
二持
彼
寺
一十
有

九
年
、
蕨
聞
施
二作
佛
等
ハ開
二敷
法
鑓
『
修
二成
行
業
『
班
三
宣
化
道
駅

途
於
二彼
所
報
斎
整

藁

讃

甦

)

と
あ
る
、
経
照
が
善
法
、
金
山
め
諸
寺
を
訪
れ
た
こ
と
は
、
受
戒
の

師
円
無

に
面
謁
受
教
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
禅
師
の
入
出
は
弘
長
二

年

A三
杢
)
で
、

円
照
の
金
山
寺
移
住
後

三
年
に
相
当
す
る
の
で
、

経
照

の
入
山
は
禅
師
の
入
山
と
は
、
時
を
隔
て
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
も
し
此
の
説
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
経
照
と
共
に
割

席
同
学
し
た
如
性
に
つ
い
て
、
前
掲
の
事
蹟

に
つ
づ
き
、

「殊
照
、

如
性
、
居
住

ぬ
菱
受
戒
、

亦
同
坦
、

乃

正
元

汝
年
三
月
二
十
一三
日

也
」

と
記
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
乏
れ
は
受
戒
め
日
時
を
明
記
し
た

も
の
で
あ
つ
て
、
「高
僧
伝
」
巻
十
五
に
は

「正
元
元
年
、
性
謁
二円

照
干
戒
坦
院
ハ
受
レ
戒
聴
レ律
、
不
レ詳
二其
後
二

と
あ
つ
て
、
正
一兀
元

年
書
提
山
を
出
て
、
戒
坦
院
で
受
戒
後
、
そ

の
消
息
を
絶
う
た
こ
と

七
五



に
な
る
。

こ
の
説
に
よ
れ
ば

「与
二
維
照
上
人
二

虚
口
住
習
二學
密

教
二

は
成
立
せ
ぬ
こ
と
に
な
る
。

即
ち
唯
空
経
照
の
伝
記
と
合
致

せ
な

い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
又
如
性
が
三
論
を
受
け
た
智
舜

⑮

に
つ
い
て
は
、

「高
僧
伝
」
に
正
嘉
元
年
知
足
院
に
お
い
て
中
論
、

文
永
六
年
戒
坦
院
に
お
い
て
、
三
論
を
講
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る

か
ら
、
如
性
の
時
代
を
傍
証
す
る

一
資
料
と
な
る
。

此
等

の
諸
師
は
唯
観
に
つ
い
て
、
密
教
の
相
承
を
以
て
目
的
と
し

菩
提
山
に
入
つ
た
が
、
当
時
唯
観
上
人
は
三
宝
院
派
の
密
匠
と
し
て

名
声
高
く
、
多
く

の
学
侶
が
上
人
の
も
と
に
蝟
集
し
た
こ
と
は
、
唯

空
を

「為
二唯
観
上
人
真
言
上
足
付
弟

二

の
文
字
、
及
び
高
野
よ
り

来

つ
て
菩
提
山
の
学
頭
と
な

つ
た
体
日
の
、
開
講
惑
乱
の
こ
と
等
か

ら
推
知
せ
ら
れ
る
。
叉
澄
海
は
衆
に
推
さ
れ
て
主
職
と
な
り
、
門
輩

大
い
に
栄
え
た
の
で
、
菩
提
山
の
伝
統
は
こ
の
時
叢
に
培
わ
れ
た
の

で
あ
る
。

唯
観
に
つ
い
て
は
何
等
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
禅
師
の
菩
提
山

修
学
中
の
同
侶
と
考
え
ら
れ
る
経
照
は
、

「興
福
寺
住
僧
、
学
法
相

宗
」

と
あ
り
、
禅
空
房
如
性
も

「本
住
興
福
寺
、
盲
示
性
敏
利
、
亦
有

学
業
」
と
記
さ
れ
、
共
に
法
相
の
教
学
に
達
し
て
い
た
。
故
に
禅
師

七
六

デ

ニ

ノ

ン

は

「於
二菩
提
山
ハ
法
相
法
門
要
塵
少
聞
之
」

(雑
談
集
巻
三
)

と
述

べ
て
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
唯
空
、
禅
空

と
同
席
居
住
し
た
こ
と
は

疑
・兄
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
無
住

の
関
西
遊
学
の
意
義
は
東

福
寺
に
掛
錫
し
、
弁
円
に
就
い
た
こ
と
に
よ
り
、

「問
二経
論
奥
義
「

服
二其
資
深
「就
二弟
子
列
「途
受
二騨
要
こ

(仏

全

一
二
二
五
)

け
た

一
事

に
見
出
さ
れ
る
が
、
同
、時
に
名
山
霊
地
を

巡
拝
し
た
こ

と

に

も

あ

る
。
述
懐
し
て

「洛
陽
諸
国

ノ
処
処

ノ
名
所
、
霊
寺
霊
社
、
山
門
南

都

ノ
七
大
寺
、

コ
ト

ニ
ハ
南
浮
第

一
ノ
仏
ト
聞

ル
大
仏
、
日
本
第

一

ノ
大
霊
験
熊
野
、
生
身
仏
ノ
如
ク
思

エ
ル
善
光
寺
、
大
師
御
入
定

ノ

高
野
、
上
宮
太
子
ノ
御
建
立
、
仏
法
最
初

ノ
四
天
王
寺
、
並

二
彼
ノ

御
誕
生
ノ
橘
寺
、
御
建
立
法
隆
寺
御
廟
窟
、

如
レ此
霊
所
思

フ
サ

マ

ス

ヲ

ニ
拝

レ
之

、

人

間

ノ
思

出

ナ

レ

ハ
、

是

ヲ

コ
ソ
果

報

ノ
目

出

タ

キ

ト

ハ
申

シ

ツ

ヘ
ケ

レ
」

(雑
談
集
巻

三
)
と
あ

り

、

足

跡

広

く

各

地

に
及

ん

だ

こ

と
が

知

ら

れ

る
。

次

い

で
無

住

は
東

福

寺
開

山

弁

円

に

つ

い
て

教

を

受

け

た

こ

と

に

つ
い

て
ノ其
後
東
福
寺
ノ
開
山
ノ
下

二
詣

シ
ニ
、
天
台

ノ
灌
頂
谷

ノ
合
行
秘

密
灌
頂
、
事
ノ
次

二
伝
了
、
大
日
経
義
釈
、

永
嘉
集
、

菩
提
心



論
、
肝
要

ノ
録
ナ
ト
聞
了

ヌ

(雑
談
集
巻
三
)

と
あ
る
。
所
謂
菩
提
山
を
出
て
、
東
福
掛
錫
の
時
期
に
つ
い
て
は
明

記
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
「高
僧
伝
」
に
は

「居
二菩
提
些

五
載
、
遡
二

徊
密
蒸

傍
通
二法
相
玄
致
元

當
時
講
読
之
場
莫
・
不
二経
歴
こ

と
あ

る
が
、
禅
師
が
長
母
寺
を
董
し
た
の
は
後
に
述
べ
る
如
く
、
弘
長
三

年
三
十
入
歳

の
時
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
東
福
寺
の
門
を
叩
い
た
の

は
、
弁
円
が
弘
長
元
年
、
普
寧

の
建
長
寺
普
董
を
賀
す
る
為
め
、
鎌

倉
に
赴
き
帰
洛
し
た
後

の
こ
と
と
推
定
せ
ら
れ
る
。

弁
円
に
受
け
た
と
こ
ろ
は
、
天
台
灌
頂
谷
の
合
行
秘
密
灌
頂
は
、

事
の

つ
い
で
に
相
伝
し
た
と
禅
師
自
身
語
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
ヌ

・大

日
緻
義
釈
、
永
嘉
集
、
菩
提
心
論
、
肝
要

ノ
録
ナ
ト
聞
了
、
本

ノ

ヲ

来

疎
略
愚
鈍
晩
学
ノ
故
、
何

ノ
宗

モ
不
レ
得
二其
旨
ハ
只
大
綱
聞
レ

ス

ニ

ラ

ン

ニ

之
、
顕
密
禅
教

ノ
大
綱
、
銘
二
心
肝
一薫
二識
藏
h併
開
山
ノ
恩
徳
也

(雑
談
集
巻
三
)

こ
そ
禅
師
の
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
与
え
ら
れ
た
最
大
の
結
果
で
あ

つ
た
。
禅
師
が
顕
密
禅
教
の
大
綱
を
得
て
、
こ
れ
等
の
諸
教
た
だ

一

身

に
あ

つ
て
、
別
宗
別
行
の
法
と
せ
ず
、所
学
所
行
、
此
等
を
包
摂
貫

括
し
て
縷
練
す
る
、
真
学
の
者
に
導
い
た
の
は
、実
に
弁
円
の
染
薫
に

無
住
輝
師

一
圓
傳
歴
考

よ
る
結
果
で
あ
る
。

さ
れ
ど
退
い
て
師
の
教
誠
を
沈
思
反
留

す

る

イ
テ

時
、

「宗
鏡
退
披
覧
、
開
山

ノ
風
情
、
宗
鏡
録
ノ
意
也
、
価
テ
処
汝

テ

モ

ン

レ

思
ヒ
合

セ
侍
リ
、
師
匠

ノ
恩
徳
経
レ
生
難
レ
忘
」
と
、
前
文
に
続
い
て

述
べ
、
弁
円
の
思
想
の
淵
叢
に
到
達
す
る
こ
と
が
出
来
、
活
眼
を
開

く
こ
と
を
得
た
。
即
ち
弁
円
に
謁
す
る
こ
と
に
よ
り
得
た
大
果
の

一

は
、
諸
教
和
会
思
想
の
伝
承
で
あ
る
。
即
宗
鏡
録
に
つ
い
て

「宗
鏡

録
弾
教
和
會
無
二偏
執
h
故
多
年
愛
」

(雑
談
集
巻

一)

と
云
え
る
こ

と
に
よ
り
伺

い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
即

ち

「沙
石
集
」
に
は

東
福
寺
の
長
老
聖

一
和
省
の
法
門
談
議

の
座
の
末
に
、
そ
の
か
み

臨
み
て
、
時

々
聴
聞
す
る
事
侍
り
し
に
、
顕
密
禅
教
の
大
綱
誠
に

目
出
く
聞
え
侍
り
き
、
そ
の
旨
を
得
ず
と
云

へ
ど
も
、
意

の
及
ぶ

所

の
義
門
、
心
肝
に
染
み
て
貴
く
覚
え
侍
り
き
。
恨
む
ら
く
は
晩

歳

に
あ
ひ
て
、
久
し
く
座
下
に
あ
ら
ざ

る
事
惜
し
か
れ
ど
も
、
仏

法
の
大
意
聾

慈
訓
を
か
ぶ
り
侍
り
き

(岩
波
文
庫
本

上
・
一
五
一)

と
あ

る
。

そ

の

二

は
、

既

に
律

を

学

び
、

止

観

を
学

し
、

重

ね

て

リ

テ

ニ

「
三
+

五

歳

、

寿

福

寺

ノ
悲

願

長

老

ノ
下

=
、

自

・
春

至

・
秋

、

叢

林

ノ
作

法

行

レ
之

、
律

儀

守

レ
之

」

る
身

と
な

り

、

今

更

にク

テ

ニ

東

福

ノ
開

山

ノ
座

下

ニ
シ
テ
、

禅

門

ノ
録

義

釈
等

聞

レ
之

、
依

レ
之
、

七
七



ク

ノ

如
レ形
三
學
齊
ク
修
レ
之

(雑
談
集
巻
三
)

ど
述
べ
る
如
く
、

三
学
円
備
の
志
は
予
て
抱

い
た
と
こ
ろ
で
あ

る

淋
、
そ
の
楽
願

は
達
成
し
て
、
禅
教
律
め
三
は

一
身

に
備
わ
つ
た
こ

と
で
あ
る
。

さ
れ
ど
禅
師
は
既
に
二
十
七
歳

と
三
十
五
歳

の
両
度
、
悲
願
長
老

朗
誉
に
就
き
学
び
「
坐
禅
ナ
ト
行

シ
侍
リ

シ
カ
、
一
年

マ
テ
キ
ナ
ク
シ

テ
脚
気
持
病

ニ
テ
、
坐
禅
心

二
不
レ叶
」
と
廃
捨
し
て
い
る
。
し
か
る

に
今
嘗
て
朗
誉
と
同
門
で
あ

つ
た
、
弁
円
の
門
弟

の
列
に
加
わ
り
、
受

法
し
た
こ
と
に
は
如
何
な
る
原
因
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
栄
西
の
台

密
禅
三
宗
兼
学
の
主
張
は
、栄
朝
、
朗
誉
と
伝
承
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、禅
師
の
三
学
円
備
の
思
想
は
、
関
西
求
法
、
と
り
わ
け

弁
円

に
参
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
確
信
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。
建
長
三

年
弁

町
に
つ
い
て
禅
学
修
証
し
た
円
照
は
、
常

に
門
徒
を
訓
え
て

身

住
二仏
戒
『
口
作
一一仏
語
「意
住
二仏
心
h念

々
如
レ
是
、

念

々
如
来

如
説
而
行
、
如
説
而
説
、
撮
二持
威
儀
ハ名
爲
二
戒
學
既
奈
耶
藏
嘗
疋

故
學
知
名
二之
律
師
、通
二悟
性
相
一名
爲
二
慧
學
阿
毘
達
摩
「所
以
精

詳
名
二
之
法
師
「直
指
二
己
性
一名
爲
二
定
墨
素
多
覧
藏
噛
是
故
成
立

名

二轟

師

(円
照
上
人
行
状
上

続
々
群
四
八
一

)

七
八

と
い
い
、
こ
れ
等
を
兼
ね
ざ
る
も
の
は
真

の
仏
子
に
非
ず
と
な
し
て

い
る
。
円
照
の
諸
教
融
会
説
の
依

つ
て
培
わ
れ
た
根
元
は
、
宗
密
禅

師
の

「禅
源
諸
詮
都
序
」
に
あ
る
。
「行
状
」
に
は

起
添
密
禅
師
作
二

禅
源
諸
詮
都
序
二
拳

照
公
翫
・之
、

昼
夜
舞

嬰

」(続
々
群
三

四
八
二

)

と
あ
り
、
又

「揮
源
詮
中
以
二教
三
宗
一封
一一輝
三
宗
「意
謂
得
レ
旨
、
常

弘
二
此
義
二

と
あ

つ
て
、
弁
円
、
円
照
、
無
住
の
三
師
共
に
、
融
合

説
の
基
本
的
理
念
と
し
て
、
宗
密

の

「禅

源
諸
詮
都
序
」
を
尊
貴
す

る
こ
と
は
、
寧
ろ
弁
円
に
則
る
も

の
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

禅
師
は
性
来
病
弱
で
あ

つ
た
こ
と
は
、

「自
二幼
少

一、
病
燈
気
力

形
儀

ヨ
ハ
ク
シ
テ
」

(雑
談
集
巻
六
)

と
云
い
、
三
十
、五
才
以
後
も

な
お
多
病
で
あ

つ
た
こ
と
は
、
弁
円
の
座
下
を
去
つ
て
後

ク

ク

ス

ル

ヲ

ン

ロ

如
レ形
三
学
斉
修
レ
之
志
有
之
、然

ル
ニ
病
体
、
心
解
怠
、
有
レ
学
無
レ

ン

行

、

但

如

二
病

導

師

「
同

法

ヲ

教

訓

呵
責

ス
、

然

ル

・二
不

法

ノ
仁

ハ

フ

多

ク
、

如

説

ノ
僧

ハ
少

シ
、

此

ノ
事

凡

夫

ノ
力

不

レ
可
レ
及

、

然

ル

ゴ
或

ハ
親

類

ノ
僧

、

同

法

不

法

く
、

愚

老

力
無

二
教

訓

一無

二
正
艦

一

ル

ヲ

故
カ
ト
思
テ
畿
レ
之

(雑
談
集
巻
三
)

と
述
べ
、
三
学
の
上
に
於
い
て
有
学
無
行

を
内
面
的
に
反
省
し
、
そ

の
原
因
を
病
体
の
故
と
な
し
て
い
る
。
か
く
て
修
学
の
志
を
達
成
せ



ら
れ
た
禅
師
の
、
常
に
反
覆
せ
ら
れ
た
述
懐
は

「本
来
疎
略
愚
鈍
晩

学

ノ
故
何

ノ
宗
モ
不
レ得
二其

ノ
旨
ハ
只
大
綱
聞
レ之
」
で
あ
る
。
し
か

し
晩
学
の
意
は
、

「無
住
禅
師
抄
伝
」

に
云
う
が
如
く
、

「法
然
上

入
が
八
才
か
ら
経
を
学
び
、
白
隠
禅
師
が
七
歳
で
提
婆
品
の
講
義
を

聴

い
た
り
し
た
と
い
う
の
か
ら
比
べ
る
と
、
十
八
才
で
の
出
家
は
早

か
つ
た
と
は
言
は
れ
な
い
」

(五
五
九
頁
)
と
の
、
十
入
才
出
家
即
晩

学
の
皮
相
的
見
解
は
、
精
修
勤
学
の
禅
師
の
場
合
に
は
当
ら
な
い
。本

来
疎
略
愚
鈍
は
謙
辞
と
し
て
も
、
本
質
的
に
は
師
弁
円
と
対
座
し
た

と
き
、
自
然
心
底

か
ら
湧
出
た
実
感
で
あ
る
。
叉
晩
学
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、
弁
円
の
門
を
叫
く
こ
と
の
遅
か
つ
た
こ
と
を
憾
む
得
法
後

ノ

ン

ニ

の
所
感
で
あ
る
。
故
に

「顯
密
禪
教
大
綱
、
銘
二
心
肝
一薫
二識
藏
ニ

ラ

ず
る
示
教
を
、

「併
開
山
ノ
恩
徳
也
」
と
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
世

に
た
や
す
く
肝
に
銘
じ
識
に
薫
ず
る
が
如
き
能
化
及
び
所
化
の
、
教

育
的
宗
教
的
交
款
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
師
に
遭
う
こ
と

に
よ
り
、世
俗
的
晩
学
の
意
は
解
消
し
、そ
の
遅
き
こ
と
を
憾
ん
で
、

晩
学

の
感
は
切
実
に
復
活
し
て
来
る
。
即
ち

「沙
石
集
」
巻
三
に

故
東
福
寺
の
長
老
、
聖

一
和
徇
の
法
門
談
議
の
座
の
す
え
に
、
そ

の
か
み
の
ぞ
み
て
、
時

々
聴
聞
す
る
事
侍
り
し
に
、
顕
密
禅
教
の

無
住
禪
師
一
圓
傳
歴
考

大
綱
誠
に
め
で
た
く
聞
え
侍
り
き
。

そ

の
旨
を
え
ず
と
い

へ
ど

も
、
意
の
及
ぶ
所
の
義
門
、
心
肝
に
染

み
て
た
つ
と
く
お
ぼ
え
侍

り
き
。
恨
む
ら
く
は
晩
歳
に
あ
ひ
て
、
久
し
く
座
下
に
あ
ら
ざ
る

事
を
、
し
か
れ
ど
も
仏
法
の
大
意
能

々
慈
訓
を
か
ふ
り
侍
り
き

(堪
蚊
彗

と
あ
る
の
は
、
此
れ
を
証
す
る
に
足
る
も

の
で
あ
る
。

　四　

無
住
が
尾
州
山
田
郡
木
賀
崎

(名
古
屋
市
東
区
矢
田
町
)
長
母
寺

に
住
す
る
に
至

つ
た
の
は
、

弘
長
三
年

(三
杢
)
三
十
入
才
と
推
定

せ
ら
れ
る
の
は
、

「雑
談
集
」
巻
三
に

当
寺

二
因
縁
有

ル
故

へ
歟
、
相
通

フ
コ
ト
四
十
三
年
、
無
縁

ノ
寺

ノ

へ

常

二
絶
レ煙
、
衣
鉢
道
具
之
外
無
二資
財
畜
「
世
間
ノ
入
ノ
心

ハ
、

非
人
ノ
如
ク
思
ヒ
合

と
云
う
、

無
欲
恬
淡
の
耐
乏
状
況
と
、

四
十
三
年
を
、
同
書
末
尾

の

「于
・時
嘉
元
三
年

乙
巳
七
月
十
入
日
於
尾
州
山
田
郡
長
母
寺
西
庵

金
剛
瞳
院
草
了

東
寺
末
流
金
剛
仏
子
道
曉

諮
酢
恥
↓
財
罷
顎
鰍
針

の
成
立
年
・時
、
俗
年
か
ら
逆
算
し
て
得
ら
れ
る
結
果
で
あ
る
。

七
九



長
母
寺
は
山
田
次
郎
源
重
忠
の
開
基
で
あ

つ
て
、
山
田
重
忠
に
つ

い
て
は
、

「沙
石
集
」
巻
六
に

尾
州
に
、
山
田
次
郎
源
の
重
忠
と
云
ひ
し
は
、
承
久
の
時
、
君
の
御

方

に
て
打
た
れ
し
人
也
、
弓
箭
の
道
人
に
ゆ
る
さ
れ
、
心
も
た
け

・
く
器
量
も
入
に
す
ぐ
れ
た
る
も
の
か
ら
、
心
も
や
さ
し
く
し
て
、民

の
煩
ひ
意

知
り
、
よ
う
つ
饗

る
人
な
り
け
り
(岩
波
文
庫
本

上
・
二
九
三
)

と
、
そ
の
為
人
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

「承
久
記
」
に

は
、

「墨
俣

へ
は
河
内
判
官
秀
澄
、
山
田
次
郎
重
忠
、

一
千
騎
に
て

向
ひ
け
る
。
東
国
の
兵
雲
霞
の
如
く

つ
づ
き
け
れ
ば
、
暫
く
戦
ふ
て

ぞ
山
田
次
郎
颯
と
落
行
き
け
り
」
と
戦
況
を
伝
え
て
い
る
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
治
承
三
年
ス
ニ
七九)
の
創
建
、

開
山
は
僧
観
勝

と
あ
る
。、
禅
師
の
入
山
す
る
当
時
、
長
母
寺
が
地
方

に
お
け
る
宗
教

活
動

の
中
枢
機
能
を
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
「関
東
往
還
記
」
の
(弘

長
二
年
)
二
月
七
日
の
条
に
、
叡
尊
は
近
江
国
鏡
宿
に
お
い
て
、
常

陸
国
三
村
寺
僧
道
筐
比
丘
の
書
状
を
受
領
し
た
が
、
そ
の
内
容
は

尾
張
国
長
母
寺
新
発
意
僧
光
余
人
、
始
欲
行
律
法
、
両
三
日
有
逗

留
、
可
被
遂
賛

之
由
載
之
(叡
尊
伝
記

全
集
七
〇
)

で
あ

つ
て
、
こ
の
屈
請
に
応
じ
た
叡
尊
は
、
美
濃
路
を
過
ぎ
、
九
日

八
〇

尾
張
国
洲
跨
河
の
西
岸
に
到
り
、
長
母
寺
僧
両
人
の
迎
え
塗
受
け
、

十
日
折
戸
宿
よ
り
北
に
道
を
と
り
、
夜
長
母
寺
に
入
つ
た
。
同
書
に

常
佳
曾
等
先
謁
定
舜
、
今
暫
有
逗
留
可
被
教
導
初
護
心
之
衆
等
之

由
懇
切
所
望
、
定
舜
以
此
趣
啓
長
老
、
井
傳
論
光
飴
人
嚢
心
之
由

來
、
當
寺
院
主
良
圓
者

舳
籔

騨

製

相
傳
師
跡
管
領
當
寺
之

間
、
領
地
数
多
、
財
産
不
乏
、
而
當
寺
佳
侶

一
爾
輩
宿
縁
相
催
欺

之
間
、

一
夏
之
程
止
佳
西
大
寺
、
見
僧
侶
之
修
行
、
聞
佛
法
之
正

理
、
還
當
寺
封
良
圓
粗
語
西
大
寺
修
行
之
檬
、
良
圓
遙
傳
聞
此
由

忽
成
獲
露
之
思
、

欲
趣
如
読
之
道
、

師
以
寺
院
擬
十
方
曾
之
依

所
、
以
資
財
宛
十
方
僧
之
通
食
、
如
此
令
結
構
之
間
、
年
來
止
住

之
曾
侶
卦
飴
入
、
不
慮
同
心
、
捨
資
財
、
離
所
愛
、
着
法
衣
、
行

長
齋

云
云
、
長
老
聞
事
之
次
第
、
太
以
感
氣

(同

上
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
定
舜
の
叡
尊
長
老

へ
の
言
上
は
、
長
老
招
請
の

縁
由
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

長
老
の
滞
留
講
経
期
間
は
、

十

一
日
よ
り
五
日
間
で
、

「從
二
今

日
一至
二十
五
日
h
可
レ講
二梵
網
十
重
一之
由
被
二約
諾

こ

れ
て
、
直
ち

に
哺
、時

(申
刻
)
か
ら
釈
迦
堂
に
お
い
て
、
道
俗
の
聴
衆

の
た
め
に

講
経
せ
ら
れ
、
十
二
日
は
貴
賎
の
来
集
多
く
、
釈
迦
堂
よ
り
本
堂
に



席
を
移
し
て
講
経
さ
れ
た
。
こ
の
期
間
中
、
十
四
日
朝
本
堂
に
お
い

て
四
分
布
薩
を
行
じ
、
夜
は
常
住
僧
三
十
三
入
、
在
家
百
九
十
七
人

に
菩
薩
戒
を
授
け
ら
れ
た
。
十
五
日
に
は
湟
槃
講
、
布
薩
、
舎
利
講

が
営

ま
れ
た
が
、
そ
の
状
に
つ
い
て
、

中
食
之
後
、
於
本
堂
行
湟
槃
講
、
聽
衆
雲
集
、
充
滿
寺
中
本
堂
獪

難
容
受
裔

、

於
露
地
行
梵
網
布
薩

難

、
攀

衆
四
+
九
人
、

結
縁
衆
三
千
七
十
七
人
、
入
夜
於
本
堂
行
舎
利
講
、
山
田
次
鄰
入

道

娘
円

進
小
袖

一
領

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
此
等
の

「関
東
往
還
記
」
の
文
は
、
二
三
の

問
題

を
解
決
す
る
鍵
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
の

一
は
、

無
住

の
来
住
す
る
前
年
、
長
母
寺
に
は
山
田
重
忠
の
孫
、
侍
従
阿
閣

梨
良

円
が
住
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
重
忠
は

「承
久
兵
乱
記
」
巻

下
に山

た
の
次
郎
し
け
た
た
は
、
に
し
山
に
い
り
て
、
さ
は
の
は
た
に

ほ
ん
そ
ん
を
か
け
、
ね
ん
ふ
つ
し
け
る
と
こ
ろ
に
、
あ
ま
の
の
さ

ゑ
も
ん
を
し
よ
せ
け
れ
は
、

し
か
い
す

へ
き
ひ
ま
な
か
り

け

る

に
、
ち
や
く
し
い
つ
の
か
み
し
け
つ
き
、
さ
さ
ゑ

つ
つ
、
此
ま
に

御

し
か
い
候

へ
と
い
ひ
け
れ
は
、
や
ま
た
は
し
か
い
し
て
、
ふ
し

無
住
禪
師
一
圓
傳
歴
考

に
げ
軌

い
つ
の
か
み
は
い
け
と
ら
れ

ぬ
(続
群
書
類
従

二
〇
・
一
〇
三
)

と
あ
つ
て
、
重
忠
は
承
久
三
年

(三
三
)
六
月
十
五
日
、
嫡
子
伊
豆

守
の
防
戦
す
る
う
ち
に
自
害
し
た
。
よ
つ
て
長
老
に
小
袖

一
領
を
布

施
し
た
次
郎
は
、
重
忠
の
次
子
に
当
る
。
そ
の
二
は
長
母
寺
は
京
方

に
加
担
す
る
地
方
武
士
の
開
基
に
か
か
り
、

「領
地
数
多
、
財
産
不

乏
」
と
あ
り
、
又
禅
師
自
ら
寺
領
十
町
の
固
定
資
産
の
あ
る
こ
と
を

記
し
、
本
堂
、
釈
迦
堂
、
宿
房
持
仏
堂
等

の
堂
宇
蓑
を
並
べ
た
巨
刹

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
る
に
良
円
在
住
時
代
に
な
り
、
住

侶
中
の

一
両
輩

の
、
西
大
寺

一
夏
止
住
中

の
見
聞
を
聴
き
、
叡
尊
の

行
徳
に
随
喜
し
た
良
円
は
、
自
己
の
所
住

の
寺
院
を
改
め
て
、
「即
以

寺
院
擬
十
方
僧
依
所
、
以
資
材
宛
十
方
僧
之
通
食
」
た
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
か
ね
て
私
淑
す
る
叡
尊
の
関
東
下
向
は
、
良
円
に
と

り
逸
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
好
機
で
あ

つ
た
。
先
き
に
良
円
に
よ

つ

て
改
め
ら
れ
た
長
母
寺
の
伝
統
は
、
無
住

に
よ
つ
て
よ
く
活
さ
れ
て

い
る

へ

殊

二
朝

夕
無

用

二
心

一
無
縁

ノ
寺
、

一
物

モ
不

レ
畜

、

盗

賊

ノ
恐

ナ

ネ
ン

シ
、

先

季
強

盗

寺

二
入

テ
、

土
蔵

打

破

テ
、

物

有

ト
聞

タ

レ

ハ
、

犬

ノ
尿

ダ

ニ
モ

ナ

カ
リ

ケ

ル
ト

テ
、

腹

立

テ
去

了

ヌ
、

其

後

ウ

小

八

一



ミ

テ
入
事

ナ

シ
、

門

不

レ
閉

鈎

不

レ
懸

、

安

穏

二
起

臥

シ
第

一
ノ
快

楽

也

(雑
談
集
巻
三
)

と
あ

る
が

、

こ
れ

は

長

母

寺

の
無

担

無

縁

、

叉

は
荒

廃

を

意

味

す

る

も

の
で

な

い

こ
と

は
、
「
関
東

住

還

記
」
の
文

と
併

せ
考

え

る
時

、

自

ら

明
瞭

で

あ

る

。

無

住
が

求

め

て
清

貧

の
境

を
甘

受

し

の

は
、

「道

ヲ
学

セ

ム
ト
思

ハ

ハ
、

貧

ヲ

学

セ

ヨ
ト

云

ヘ
リ
、

仏

法

二
志

ア

ラ

ム

人

、

ワ

サ

ト

モ
貧

ナ

ル

ヘ
ン
、

是

便

宣

ヲ
得

タ

ル
幸

也

」

と

云
え

る

如

く

、

貧

こ
そ

仏
道

修
行

の
起

点

と

し
、

「
当

寺

ノ
作

法
、

常

二
絶

レ

煙

、

夏

ハ
麦

飯

粥

ナ

ト

ニ
・
テ
、

命

ヲ

ツ
キ
侍

」

る
生

活

に
、

道

を

学

す

る

媒

介

と
し

て

果
報

が

感

得

せ
ら

れ

て

い

る
。

「律

ノ
中

二
出

家

ヘ

ト

ノ
貴

キ
事

ヲ
云

ヘ
ル

ニ

ハ
、

田
宅

ヲ
不

レ
畜

、

四
海

ヲ
為

レ
家

、

百

姓

ス

ヲ

ノ
門

二
立

テ
行

頭
陀

「
無

尽

ノ
食

ア
リ

ト

テ
、

恩

ニ
モ
ア

ラ

ス
、

只

彼

ヲ
福

セ

シ
メ

ン

カ

タ
メ

也
、

サ

レ
ハ
国

郡

ヲ
知

行

ス

ル

ハ
国

王

ノ

恩

也

、
出

家

ハ
国

王

モ
臣

ト

シ
給

ハ

ス
、

父

母

モ
子

ト

セ

ス
」

と
、

ノ

出
家

の
本
来

の
意
義

を

自
覚

し
、

「
如

レ
此

思

ヘ
ハ
、

所

知

モ
広

ク
種

姓

モ
高

シ
、
イ

カ

カ

コ

レ
ヲ
悦

バ

サ

ラ

ム
、
先

祖

天

亡

ノ
事

ナ

ク

ハ
、

ク

ク

ノ

如
レ形

所
領
ヲ
モ
知
行

シ
テ
、
公
家
奉
公
セ
ン
ニ
ハ
、
如
此
仏
法

二
黒

修
ノ
事
有
哉
」

と
、
宿
命
を
超
克
し
、
宿
命
に
恩
寵
を
感
得
し
、
逆

八
二

境
を
契
機
と
し
て
無
上
道
を
志
求
す
る
、
現
在
に
無
上
の
悦
楽
を
亨

受
し
て
い
る
。

禅
師
は
長
母
寺
に
住
し
て
、

子
弟
の
養
育
と
地
方
の
教
化

に
従

ひ
、
箸
作
と
貧
賎
農
民
の
更
生
策
と
し
て
地
方
民
芸
の
発
達
を
計
つ

た
。そ

の
著
作
と
し
て
は
、

「書
目
集
覧
」

所

載

の

「寛
文
書
籍
目

録
」
に
は

妻

鏡

一
冊

沙
石
集

十
冊

同
仮
名

十
冊

-雑
談
集

五
冊

聖
財
集

三
冊

を
載
せ
、
広
く
印
行
流
布
せ
ら
た
が
、
そ

の
他
「念
仏
諸
経
要
文
集
」

一
巻
の
著
作
あ
り
と
せ
ら
れ
て
い
る
が
、

「寛
文
書
籍
目
録
」

に
名

を
列
ね
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
書
写
相
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
早
く
散
逸

し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
但
し
文
雄

の

「蓮
門
類
聚
経
録
」
巻

下
に
、
そ
の
名
を
載
せ
て
い
る
が
、
当
時

存
在
し
た
か
否
か
は
疑
わ

し
い
。
娩
年
伊
勢
桑
名
蓮
華
寺
を
往
復
し
、
雑
談
集
、
聖
財
集
の
著



作
と
推

敵

に
力
を
用
い
、

正
和
元
年

(一三
三
)
、

一
枢
浮
海
入
十

七
年
、
風
休
浪
静
依
旧
湛
然
の

一
偈
を
遺
し
て
、
長
母
寺
に
お
い
て

入
寂

し
た
。

　伍

禅
師

の
長
母
寺
移
住
後
に
お
け
る
、
宗
教
活
動
と
宗
教
体
験
に
つ

い
て
は
、
そ
の
前
半
生
に
於
い
て
形
成
せ
ら
れ
た
、
宗
教
思
想
体
系

に
よ

つ
て
誘
発
せ
ら
れ
る
、
実
践
を
中
軸
と
す
る
自
転
に
よ
る
周
辺

浄
化

の
教
化
活
動
に
あ

つ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
禅
師
自
ら
物
語
る
と

こ
ろ
は
な
い
が
、
禅
師
が
民
衆
の
外
側
に
い
る
人
で
な
く
、
民
衆

の

内
側
に
没
入
し
て
、

民
衆
教
化
に
努
め
た
こ
と
は
、

取
立
て
x
伝

記
に
載

せ
ぬ
点
が
雄
弁
に
物
語

つ
て
い
る
。
叉

「沙
石
集

「は
長
母

寺
在
住

二
十
年
、
即
ち
五
十
入
歳

の
時
草
せ
ら
れ
、

「聖
財
集
」
は

七
十
四
歳
、

「妻
鏡
」
は
七
十
五
歳
、

「雑
談
集
」

の
成
立
は
八
十

歳
の
年

と
せ
ら
れ
る
。
よ
つ
て
こ
れ
等

の
諸
書
に
表
わ
さ
れ
る
と
こ

ろ
は
、
禅
師

一
代
の
実
践

の
結
実
で
あ
り
、
修
学
の
要
訣
で
あ
る
。

従

つ
て
禅
師
を
取
巻
く
遊
星
的
緇
素

の
、
公
転
的
受
益
が
成
立
し
た

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
故
に
晩
年
出
家
、

一
文
不
通
な
れ
ど
、
宋

に

無
住
禪
師

一
圓
傳
歴
考

渡
り
径
山
無
準
和
術
の
下
に
、
九
年
常
坐
得
悟
し
た
松
島
法
心
上
人

に
つ
い
て

真
実
の
悟
入
の
処
は
、
文
字
を
し
ら
ぬ

に
も
よ
ら
ざ
る
べ
し
。
末

代
な
り
と
も
、
た
の
み
あ
る
は
大
乗

の
修
行
な
り
。
只
道
に
志
あ

り
て
名
聞
利
養
の
心
な
く
、
多
聞
広
学
の
い
と
ま
を
や
め
て
、
真

の
善
知
識
の
辺
に
て
、
信
心
誠
あ
り
て
身
命
す
て
、
寝
食
を
忘
れ

て
行
佳
坐
臥
に
怠
ら
ず
ば
、
大
事
を
発
明

せ
ん
事
疑
あ
る
べ
か
ら

ず
(
沙
石
集
巻

一
〇

岩
波
本
下

・
一
六
六
)

と
述
べ
て
い
る
が
、
真
実
の
悟
入
に
は
、

「真
の
善
知
識
」
が
依
怙

と
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
、
こ
の
地
に
お

い
て
は
、
禅
師
自
ら
が
依

怙
と
せ
ら
れ
た
。

禅
師
の
日
本
仏
教
思
想
史
上
に
占
め
る
地
位
は
、
諸
教
融
会
合
行

の
体
系
構
成
に
あ
る
が
、
そ
の
特
色
と
す
る
点
は
、
民
族
宗
教
と
し

て
の
神
道
を
も
包
含
し
、
儒
教
思
想
を
も
包
摂
し
た
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
仏
道
修
行
の
根
本
道
法
中
、
基
底
的

理
念
で
あ
る
戒
律
の
実

践
を
強
調
す
る
こ
と
は
、
仏
教
本
来
の
真
実
義
の
探
求
を
同
的
と
す

る
。
即
ち

夫
れ
戒
律
は
釈
予
の
威
儀
、
毘
尼
は
仏
法

の
寿
命
也
。
正
法
を
興

八
三



隆
す

る
軌
則
、

皆
律
蔵
の
中
よ
り
出
で
た
り
。

諸
宗
の
妙
解
の

後
、
妙
行
を
立

つ
る
に
は
必
ず
穫

に
よ
る

(
沙
石
集
巻
四

岩
波
本
上
・
一
六
五
)

と
云
い
、
戒
律
実
修
を
強
調
す
れ
ど
も

戒
急
な
り
と
も
止
観
定
慧
の
修
因
無
く
ば
、
入
天
の
善
処
に
生
じ

て
、
仏
道
に
入
り
が
た
か
る
べ
し
(
胴
渠

÷

計

三
)

と
。
三
学
の
真
実
の
体
は
無
二
な
れ
ど
、
体
験
実
践
上
は
漸
次
進
入

の
次
第

を
立
て
Σ

戒

に
よ
り
て
定
を
得
、

定
に
よ
り
て
智
恵
を
得
る

は

仏
法
の
通

相
、
修
行

の
漸
次
也
(沙
石
集
巻
五

岩
波
本
上
・
二
〇
四
)

と
、
仏

意
の
実
修
に
存
す
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
飽
く
迄

仏
道

の
実
修
を
根
本
と
す
る
禅
師
は

一
代

の
聖
教
は
、
仏
意
み
な
生
死
を
解
脱
せ
ん
た
め
な
り
。
道
入

の
み
る
に
は
皆
出
離

の
門
也
。
説
経
師
が

み

る

に

は
皆
説
経
書

也
.
芒

て
聖
教
は
み
な
論
蓬

こ
そ
侍
り
げ
め
(渤
灘
鷺

磁
二

一三

)

と
述
べ
て
い
る
が
、
道
入
を
以
て
己
れ
が
分
と
す
る
こ
と
は
云
う
ま

で
も
な
い
。

禅
師

は
実
践
門
に
お
い
て
、
諸
教
の
主
体
性
を
肯
定
し
、
而
も
行

八
四

人
の
共
通
的
修
道

の
本
意
を
示
し
、

凡
そ
教
門
の
大
小
権
実
は

一
往
の
義
門
也
。
能
化
の
意
に
の
ぞ
め

実
証
の
所
を
い
ふ
に
は
、

一
理
平
等
の
無
為
の
上
の
差
別
也
。
実

に
は
高
下
な
し
。
行
人
に
お
い
て
は
、
何

の
教
門
も
只
よ
く
行
じ

て
、
愁

妄
念
な
き
是
本
意
也
(罰
渠

上
踏

九
七
)

と
云
い
、
又

い
つ
れ
の
仏
法
も
内
に
染
著
な
く
、
外
に
邪
業
な
き
通
相
な
り
。

真
言
念
仏
禅
門
等
の
、
行
業
の
精
進
と
い

へ
る
は
、

い
さ
さ
か
も

妄
念
雑
は
り
起
ら
ぬ
時
を
云
ふ
な
り
(同
上

巻
六

岩
波
本
上
・
二
七
八
)

と
す
る
。

し
か
ら
は
禅
師
に
よ
つ
て
自
信
教
人
信
せ
し
め
ら
れ
た
行
業
の
精

進

の
と
は
、
そ
れ
が
如
何
に
三
業
の
上
に
表
顕
せ
ら
れ
た
か
と
云
う

に
、

「妻
鏡
」

に

止
悪
修
善
心
を
地
と
し
て
、
此
の
上
に
此
の
度
正
し
く
生
死
を
離

れ
、
菩
提
を
証
し
、
有
緑
の
行
を
立
つ
べ
し
。
そ
の
行
は
、
悟
入

門
に
は
、
心
穆

行
、
・
称
念
仏
也
(
高
僧
名
著

・

五
二
七

)

と
あ
る
。

心
地
修
行
と
口
称
念
仏
の
二
行

は
、

多
聞
広
学
を
選
ぽ

ず
、
有
智
無
智
を
論
ぜ
ず
、
信
心
堅
固
に
し
て
行
ず
れ
ば
、
生
死
を



離
れ
菩
提
に
至
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
心
地
修
行
と
は
四

家
大
乗
及
び
禅
門
に
勧
む
る
修
行
を
云
う
。

「念
仏
も
行
業

の
久
近

を
問

は
ず
、
是
非
の
機
に
い
ろ
は
ず
し
て
、
唯
今
称
名
の

一
念
即
ち

是
別
願
所
成
弥
陥
の
身
土
也
、
然
れ
ば
申
す
時
は
即
ち
往
生
也
。
申

さ
ゴ
る
時
は
不
往
生
也
。
罪
人
也
」
と
説
き
、
こ
の
三
に
つ
い
て

身

口
意
の
三
業
の
中
、
上
の
心
地
修
行
は
意
業
、
称
名
念
仏
は
口

業
、
律
を
守
り
威
儀
を
正
し
う
す
る
は
身
業
也

と
述

べ
、
禅

・
念
仏

・
戒
律
の
実
践
が
、
禅
師
の
三
業
に
よ
り

一
身

に
統
摂
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
れ
ど
同
書
に
は
、

こ
れ
に
次
い
で

・
此
の
外
に
真
言
密
教
と
て
、
大
日
法
身
、
三
世
常
恒
、
自
受
法
楽

の
説
あ
り
。
…
…
此
の
法
是
諸
宗
の
最
頂
、
萬
法
の
惣
体
、
生
仏

一
如
の
根
本
、
事
理
倶
密
秘
法
也
、
舌
相
の
言
語
は
皆
是
真
言
、

身

相
の
挙
動
は
皆
是
密
印
、
所
有
の
心
相
は
自
ら
三
摩
地
と
云
へ

り
.
此
の
意
毳

く
悟
り
顕
す
を
真
言
の
秘
観
と
す
(
五
二
九
)

と
述

べ
、噂
こ
の
真
言
密
教
を
以
て
速
疾
神
通
乗
と
判
じ
、

「希
に
人

身
を
受
け
、
適
ま
仏
教
に
値
ふ
て
修
行
せ
ば
、
同
じ
く
は
此
の
法
を

行
業
し
て
、
直
に
即
身
成
仏
の
位
に
叶
ふ
べ
し
」
と
、
真
言
密
教
を

以
て
最
上
乗
と
な
す
。
よ
つ
て
禅
師
の
宗
教
思
想
の
構
造
上
、
真
言

無
住
禪
師
一
圓
傳
歴
考

の
占
め
る
地
位
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
Σ
に
お
い
て
再
び

「高

僧
伝
」
の
文
を
見
る
に
、

文
永
初
、
尾
州
木
賀
崎
剏
二長
母
寺
一、

禪
教
兼
弘
、
圓
性
篤
誠
、

靈
異
尤
夥
、
熱
田
明
紳
屡
入
レ室
問
レ
法
、
賜
以
二般
若
全
函

一、

一

時
久
早
、
邑
入
請
レ
曉
法
雰
、
三
日
之
後
雷
雨
大
沾
、
藤
相
國
崇
二

其
道
行
一、
下
二鈞
帖
一董
二東
幅
一、
三
請
殷
勤
、
曉
固
拒
不
レ
受

(仏
全
三
二
五
)

と
あ
つ
て
、
其

の
教
化
、
霊
異
、
徳
誉
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ

の
根
底
を
な
す

「円
性
篤
誠
」
と
は
、
内
面
的
実
質
的
に
追
求
し
た

宗
教
的
体
験
の
必
然
的
所
産
で
あ
る
。

　六　

上
来
禅
師
の
教
化
活
動
の

「禅
教
兼
弘
」
の
源
流
を
な
す
、
禅
師

の
思
想
体
系
の
形
成
と
構
造
に
つ
い
て
述

べ
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
の

で
、
正
和
元
年

(
一
三
一
二
)
そ

の
八
十
七
年
の
生
涯
を
閉
じ
る
に

至
る
間

の
、

鎌
倉
仏
教
興
隆
運
動
者

の
動
向
に

つ

い

て
概
観
す
れ

ば
、
北
京
律

の
再
興
者
俊
蕩
、
念
仏
運
動
者
隆
寛
の
入
寂
は
誕
生
の

翌
年
で
あ
り
、
道
元
の
帰
朝
は
又
そ
の
翌
年
に
当
る
。
栂
尾
高
辨
の

八
五



入
寂

は
七
歳
、
唱
導
を
以
て
世
を
風
靡
し
た
聖
覚
は
十
歳
、
浄
土
宗

の
辮

長
、
源
智
は
十
三
歳
の
時
に
世
を
去

つ
て
い
る
。
十
四
歳
の
時

一
遍
智
真
は
生
れ
、
こ
の
年
日
蓮
は
出
家
し
、
そ
の
翌
年
凝
然
出
誕

し
た
。
十
六
歳
の
年
、
律
の
円
晴
、
禅
の
行
勇
は
入
寂
し
、
辮
円
及

び
浄
業
は
帰
朝
し
て
、
大
い
に
教
を
布
き
、
栄
西
の
弟
子
釈
円
房
栄

朝
、
浄
土
門
の
誰
空
、
幸
西
の
示
寂
は
二
十
二
歳

の
年

に
当
り
、
生

駒
良
遍
、
洞
門
の
祖
道
元
は
、
そ
の
二
十
七
、八
歳
の
時

入
滅
し
た
。

浄
業

の
入
滅
は
三
十
四
歳

に
当
り
、
親
鷺
の
示
寂
は
長
母
寺
入
寺
の

前
年

に
当
る
。
そ
の
後
三
論

の
真
空
は
四
十
三
歳
、
日
蓮
の
佐
渡
配

流
は
四
十
六
歳
、
律

の
円
照
は
五
十
二
歳
、
辮
円
は
五
十
五
歳
、
関

東

に
浄
土
宗
義
を
顕
揚
し
た
良
忠
は
六
十
二
歳
、
智
真
は
六
十
四
歳

の
時

示
寂
し
た
。
尊
叡

の
入
寂
は
六
十
五
歳
で
あ
り
、
そ
の
翌
年
に

聖
守
が
、
更
に
七
十
入
歳
の
時
忍
性
が
入
滅
し
て
い
る
。
こ
の
教
界

の
寵
象

の
示
寂
は
そ

の
活
躍
年
代
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
従

つ
て
禅

師
が

面
授
示
教
せ
ら
れ
な
か
つ
た
諸
師
の
思
想

・
宗
教
は
、
何
等
か

の
経
路
を
経
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
も

の
と
思
わ
れ
、
又
無
住
と
思
想

を
等

し
う
す
る
人
師
の
輩
出
も
、
当
時
の
仏
教
思
潮
に
よ
る
も
の
と

は
云
え
、
自
ら
禅
師
の
宗
教
思
想
形
成
皮
上
に
お
け
る
系
譜
、
叉
は

八
六

そ

の
世
代
に
お
け
る
共
感
音
を
聞
く
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
二
三
を

挙
げ
て
、
禅
師
の
生
涯
、
思
想
管
見
の
終
結
と
し
た
い
。

禅
師
の
深
く
傾
到
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
、
聖

一
国
師
辮
円
で
あ
る

こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
辮
円
は
夙
に
実
修
に
志
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、

師
二
十
二
歳
、

露
二園
城
寺
一、

一
日
自
思
、

以
爲
我
比
年
學
二大

小
乗
一、

究
二櫻
實
教

一、

但
増
二知
解
一而
巳
、

於
二生
死
大
事
一、

何
釜
之
有
、
吾
聞
野
州
長
樂
寺
、
有
二榮
朝
者
一騨
個
非
三
蕾
傳
二持

三
部
密
法
一、
而
亦
受
二暉
戒
一、
賠
二教
外
別
傳
之
道
一、
知
識
匪
レ

遙
、
何
滞
レ
此
邪
、
乃
出
二園
城
一赴
野
州

一、

就
レ朝
知
二其
所
一」
組

(
聖

一
国
師
年
譜

仏
全

コ
ニ
○

)

と
あ

つ
て
、
飽
迄
生
死
の
大
事
に
思
い
を
馳
せ
、
栄
朝
の
門
に
入
つ

た
経
過
は
、
そ
の
思
想
の
継
承
者
無
住
が
、
そ
の
宗
々
の
行
門
の
実

修
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
、
看
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
辮

円
の
師
事
し
た
栄
朝
は
栄
西
の
門
に
出
で
、
栄
朝
の
弟
子
朗
誉
に
つ

い
て
無
住
は
教
を
受
け
た
の
で
、
無
住
は
辮
円
の
融
会
思
想
を
継
承

す
る
以
前
に
、
栄
西
の
台
密
禅
三
宗
兼
行

の
思
想
系
譜
に
つ
ら
な
る

も
の
で
あ
る
。



無
住
が
仏
教
の
本
意
を
探
求
把
握
す
る
方
途
と
し
て
、
三
学
円
備

の
仏
教

の
基
本
原
則
と
、
三
業
の
実
践
に
よ
る
体
認
の
主
張
は
、
高

緋

の末
世

の
衆
生
仏
法

の
本
意
を
忘
れ

て
、

只
法
師
の
貴
は
光
る

な

り
、
飛
な
り
、
穀
を
断
な
り
、
衣
を
着
さ
る
な
り
叉
学
生
な
り
、

真
言
師
な
り
と
の
み
好
て
更
に
宗
と
貴
む
べ
き
仏
心
を
極
め
悟
る

事

を
不
・
舞

り
(栂
尾
明
恵
上
人
伝
記

国
交
東
方
仏
教
叢
書

・
三
〇
〇
)

と
の
、妥
協
的
形
式
主
義
的
仏
教
、
究
術
祈
蒋
主
義
的
儀
礼
仏
教
に
対

す
る
警
策
は
、
内
面
的
実
質
的
に
宗
教
的
体
験
を
求
め
ん
と
す
る
、

宗
教
者
に
共
通
す
る
発
言
で
あ
る
。
無
住
が
菩
提
心
緊
張
感
の
連
続

維
持

の
契
機
と
し
て
清
貧
を
楽
ん
だ
こ
と
は
、
泰
時

の
寺
領
寄
進
を

拒
否

し
た
高
辮
の
言
辞

に
通
じ
て
い
る
。

無
佳
の
生
活
態
度
は
前
記
に
よ
つ
て
推
測
せ
ら
れ
る
が
、
長
母
寺

に
止
住
し
て
、

「藤
相
國
[崇
二其
道
行
一、
下
二鈎
帖
一董
二東
幅

一、

三

請
殿
勤
、
曉
固
拒
不
レ
受
」
る
信
念
は
、
道
元
の

「從
レ今
鑑
未
來
際
、

永
午
老
漢
恒
在
二入
間
一、

甕
夜
不
レ離
二當
山
之
境
一、

難
レ蒙
二
國
王

宣
命

一、
亦
誓
不
レ出
二當
山
一、

其
意
如
何
、

唯
欲
二書
夜
無
間
精
進

経
籍

功
累
徳
舐

也
(
道
元
禅
師
行
状
建
揃
記

仏
全
・
四
〇
三

)
に
相
通
ず
る
と
こ
ろ

無
住
輝
師

一
圓
傳
歴
考

が
あ
る
。
叉
所
学
の
法
門
が

一
身

に
統
摂
せ
ら
れ
る
、
理
念
の

一
類

型
を
円
照
に
求
め
て
み
る
に
、

照
公

一
期
所
學
、
諸
宗
法
門

一
身
所
持
、

涯
限
難
レ
測
、

錐
・學
二

諸
宗
一非
レ
無
一一司
存
一、
諸
宗
之
中
、
義

理
深
奥
悟
達
速
疾
無
レ過
二

眞
言
一、
弘
法
大
師
所
判
柄
焉
、
信
心
淳
重
麟
投
無
式
、
(中
略
)

錐
レ然
随
レ
機
導
レ入
不
・
簡
疲

些

、
随
レ
遇
師
訓
、
無
レ論
二室
有
一

者
也
、

菅
是
自
己
内
誰
専
以
一一三
密
一而

巳
、

身
居
二律
家

一、

宗

居
二
三
論
一、
讃
味
一一眞
言
一、
報
遊
二安
養

一、

照
公
佛
法
事
古
是
也

(
続
々
群

三
。
四
八
三
)

の
中
、
宗
の
固
有
名
詞
を
置
換
え
れ
ぽ
、
も
当
時
の
真
摯
な
求
道
者

の
つ
公
理
で
あ
り
地
底
の
鉱
脈
で
あ

つ
た
。

以
上
を
要
す
る
に
、
無
佳
は
鎌
倉
仏
教
界
に
お
け
る
新
興
、
復
興

の
諸
宗
教
の
特
質
を
吸
収
し
、
合
揉
統

一
し
、
仏
教
思
想
史
上
、
内

典
外
典
、
神
明
仏
陀
の
関
係
を
論
じ
て
、
儒
道
仏
の
権
実
二
智
、
和

光
同
塵
の
本
意
を
明
確
に
論
述
し
、
後
世
本
地
垂
迩
思
想
盛
行
の
根

幹
を
な
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
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①
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十
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郎
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郎
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郎
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取
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、
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取
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茂
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取
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梶
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取
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。
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狩
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取
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。
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取
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。

一
、
三
沢
小
次
郎

平

三
武
者
を
討
取
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。
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取
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。

一
、
大
内
小
次
郎

郎
等

一
人
を
討
取
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。
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